
          【記入例】（温泉現況報告書） 

 

様式第8号(第9条関係) 

温 泉 現 況 報 告 書 

年  月  日   

  岡山市保健所長    様 

報告者  
住 所 

(主たる事務所の所

在地) 
 岡山市北区大供一丁目１番１号 

フ リ ガ ナ オカヤマ タロウ 

氏 名 
(法人にあっては名

称及び代表者氏名) 

岡山 太郎 

（法人の場合は、法人名、代表者役職、

代表者名） 

電 話 番 号  (０８６) ８０３ ― １０００ 

 岡山市温泉法施行細則(平成6年市規則第77号)第9条の規定により，令和●年3月末現在 

の温泉の採取状況を次のとおり報告します。 

温 泉 源 の 名 称  鹿田温泉 

温 泉 の ゆ う 出 地 
岡山 市 北区  町 

郡     村 

大字 字 地 番 

鹿田町 

一丁目 
   １－１ 

温泉源の所有者 
住 所  岡山市大供一丁目１番１号 

氏 名  岡山 太郎 

温

泉

源

等

の

状

況 

ゆ う 出 状 況 
掘削(自噴，動力揚湯，休止) 自然ゆう出   

ゆう出量 200 L／分 温度 18.5 ℃ 

成

分 

泉 質  アルカリ性単純温泉 

分 析 年 月 日 令和元 年 ６ 月 ４  日 

登録分析機関  ○○検査センター 

登 録 番 号  ○○県第００号 

ゆう

出路 

深 さ １２３ m 

口 径 １５０ mm 

動

力

装

置 

設 置 の 有 無  有 

動
力 

種 類  水中モーター 

出 力  3.7 ｋＷ 

ポ

ン

プ 

種 類  深井戸用水中ポンプ 

形 式 S45PA-15  

称呼口径 ５０ mm 

揚湯能力 １５０ L／分 

設 置 位 置  GL           ±     ３０    m 

温泉源との距離  ２０ ｍ 

 
 

利 
 

用 
 

状 
 

況 

利 用 区 分 

公共の浴用 ・ 公共の飲用 ・ 自家用 

その他の利用 (目的          ) 

未利用 (理由             ) 

利
用
施
設
及
び
利
用
量 

利用施設(者)名 利用施設の種類 利用量(m3／日) 

 鹿田温泉  公衆浴場  １５０ 

 ○○温泉サービス㈱  タンクローリー    ５ 

      

      

      

 備 考 1 所定の欄に全部を記載できない場合は，別紙に記

載して添付すること。 

     2 利用施設及び利用量の欄には，自家用及びその他

の利用についても記載すること。 

 

 

今年の３月末の状況で報告してください。 

※ 温泉源が複数ある場合は、泉源ごとに報告書を

作成するか、「①○○温泉・②○○温泉」のよう

に記入する若しくは別紙に記載してください。 

 

「温泉動力装置許可申請」や「温泉利用許可申請」

等の内容を参考に記入してください。 

※ 報告者内容に変更がある場合は、保健所にお問

合せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

〒700-8546 岡山市北区鹿田町一丁目 1番 1号 

        岡山市保健福祉会館２Ｆ 

      岡山市保健所衛生課環境衛生係 

電話番号  （０８６）８０３－１２５８（直通） 

 

押印は不要 

「温泉動力装置許可申請者」、「温泉利

用許可申請者」等、温泉源から温泉を

採取する方で報告してください。 

温泉水を他の者に販売等する場合は、販売先を

「利用施設（者）名」に、販売先での用途等を「利

用施設の種類」に、販売量を「利用量(m3／日)」

に記入してください。 

昨年の４月 1 日から今年の３月３１日までの期

間での 1日当たりの利用量を記入してください。

※日量の変動が大きい場合は、平均値としてくだ

さい。1,000 ℓ が１m3になります 


